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輻　射
rradiation

物体が内部エネルギーの一部を電磁波として放出すること

を放射といい，波長が短い方から，γ線，X線，紫外線，可

視光線，赤外線，マイクロ波，電波となるが，輻射とはこ

れら電磁波放射の総称である。これらのなかで，可視光線，

赤外線として検出される波長領域を熱輻射という。輻射にお

いて，入射する全ての波長を吸収する理想的な物体を黒体と

いう。プランクは，輻射エネルギーの強さの波長（λ）分布

を絶対温度に対して導いた（プランクの法則）。単色放射能

の最大値を与える波長は，温度が上昇するにつれ，短波長

へ移動するが，これをウィーンの変位則という。また絶対

温度Tの黒体の単位面積あたりに放射されるすべての波長の

輻射エネルギー量は，その絶対温度の4乗に比例する。これ

をステファン・ボルツマンの法則という。実際の物体の表面

である実在面から放射される輻射の波長分布はプランクの法

則には必ずしも従わず，波長に対して任意の分布となり，

黒体に対する比を輻射率という。

（東京工業大学　森川 淳子）

熱インピーダンス
TThermal Impedance

ある2点間の熱流（伝熱量）Qは，温度差ΔTに比例する

が，この関係をΔT = RQとして表すと，温度差（ΔT）を電

位差（ΔV），熱流（Q）を電流（I）と置き換えた場合の電

気回路におけるオームの法則ΔV = RIと類似の関係となる。

比例係数Rは電気抵抗に相当するので，熱抵抗とよび，熱

の伝わり難さを示す。

伝熱による熱抵抗は，R = L/(λA)［L (m)：伝熱経路の長

さ，A (m2)：伝熱の面積，λ：熱伝導率 (W m－1 K－1）］に

より表され，例えば，厚さd (m)の平板試料の熱抵抗は，R

= d/λ (K W－1) となる。熱抵抗を用いることで，電気回路

と同様に直列・並列の関係式を適用することができる。さら

に，交流電場Eにおける電流Iとの関係は，複素インピーダ

ンスZを用いて，E = ZI (Z = R＋iX)（R：抵抗，X：リア

クタンス）と表されるが，熱抵抗を交流熱流に対して拡張

した概念を熱インピーダンスという．熱インピーダンスを用

いることにより，交流電気回路におけるラプラス変換等の数

学的手法が，複雑系の熱伝導の解析に適用できるようになる

という利点がある。

（東京工業大学　森川 淳子）

エンタルピー・エントロピー補償効果
EEnthalpy-entropy compensation effect

ギブスエネルギー変化（ΔG），エンタルピー変化（ΔH），

エントロピー変化（ΔS），および結合親和性（K）の関係式

は，ΔG = ΔH - TΔS，ΔG = －RT lnKとして表される（T:

絶対温度，R: 気体定数）。化学反応などの平衡系において，

ΔHの大きな増減がT_Sによって（もしくは，TΔSの大きな

増減がΔHによって）打ち消されるために，ΔGが見かけ上

著しく小さくなる現象が一般的に知られている。この現象を

エンタルピー・エントロピー補償効果という。本現象は，

標的蛋白質に対する候補薬剤の親和性を向上させる際に度々

問題となり，化学修飾等による候補薬剤の改変は期待通りの

親和性向上が見られない場合が多い。今後の創薬研究におい

て，ΔHとΔSのバランスを熱力学的に最適化するような候

補薬剤の設計が重要なポイントになる。

（大阪大学　Young-Ho Lee）

画期的医薬品と改良型医薬品
FFirst-in-class and Best-in-class

画期的医薬品（First-in-class）は，特に新規性・有用性

が高く，化学構造が従来の医薬品と基本骨格から異なり，

従来の医療体系を大幅に変えてしまうような独創的医薬品を

いう。一方，既存薬に対して化学修飾等を施すことによっ

て明確な優位性を持つように改良された医薬品を，改良型医

薬品（Best-in-class）という。改良型医薬品は，オリジナ

ルの医薬品に比べてエンタルピー的に最適化されていること

が報告されている。

（大阪大学　Young-Ho Lee）



184 Netsu Sokutei 38 (5) 2011

フロギストン

ペルチェ素子
ppeltier device

通常は平面状に加工された熱電素子。内部に導体や半導

体が組み込まれており，それらに電流を流すことで素子の片

面の熱を別の面に移動させることができる。吸熱を行える熱

電素子は貴重で，室温以下での熱測定では特に効果を発揮す

る。また，内部に流す電流を反転することにより，素子表

面の温度差を反転させられるため，細かい温度制御が可能に

なる。更に，コンピュータ用のCPU冷却用に利用されるこ

ともあり，入手が容易である。温度制御を考えた場合，優

先順位の高い選択肢である。しかし，高温側の使用可能温

度範囲が比較的狭く，また，素子表面間での熱の移動を行

っているだけなので片面は温度の安定した熱浴に接している

必要がある。

（昭和大学　本多 英彦）

n-アルカンの回転相
rrotator phase

直鎖状炭化水素が示す固体相のひとつ。直鎖状炭化水素

は，all-trans構造がもっとも安定である。その状態から温度

を上げていくと，分子は位置的には長距離規則性を保ってい

るが，一部がgauche結合にかわる相転移をおこす。この融

点に達する前にあらわれる固相が回転相である。all-trans構

造から一部gauche構造への変化が回転運動であるため，回

転相という呼び方をする。相転移により副格子も変化するが，

副格子は炭化水素の炭素数により異なる。回転相とall-trans

構造の固相では複屈折率が異なるため，偏光顕微鏡で観察す

ると明るさの違い，あるいは色の違いとして区別することが

可能である。

（昭和大学　本多 英彦）




